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水稲の直帰栽培iこ関する研究第7報
水稲直播の努力経済に関する研究
吉岡金市・三宅 章
1研買の楳題吾々が研究ぞ行って居るさ
ころの水稲~聞直播栽培1炉、従来の普通移植韓
培に比較して農家の経営経惜的により有利であ
るこさは、年阜の賓施面積が捜本ずるこさに
より賓控されτ居るのであるが、ー臆これに闘
し記録調査令行ひ、数字毎あけて明確にする必
要がある。 もかしながら、それは試作再度の僅
少なる面積では充分その経営経穂的意義者?間明
.するこさは出来ないのであるD かある意味に於
て、吾キは、旗面積にー賓枯してゐる岡山，際児
島郡興除村に於て二農家令選定して、その直矯
稲作艇管ぞ分析し、経管経語的意義を間明した
のである。け~t"、この調査せる農家の粧菅ば
Aー稲作姪替面積3町宇、内直矯栽培7反歩、
Bー稲作鰹菅面積$町歩イ内直矯裁培2町歩で
あるq この地平静に於ては、特にこの農家では、
既に普遁移植栽塙に於ても米l反歩宮の栽培持
カは10人以下じ節誠せられてゐたのであるが、
それが直指宿培によって更にrこまで低減せら
れるかるヘ本研究に於ける中ぶの課題である。
2.研賓の方法岡山脈児島郡輿除村は.一
地に経営面積が大きく而も米若手完全2毛作なる
が故広、小穿の牧穫から耕転・整地づt掻・田
植等の作業は 6月中旬から 7月上旬までの聞に
紺つ抑瞳って行iまれなりればなら今、従って
短期間に弐量の費働力や必要三L、その多〈の
部分が緩傭労働力に依存してゐたのであるo依
って、日本に於で最も高度な農業技衡を駆使し
てゐ?こ輿除村に於?亡、夏に飛躍的な農業技術の
賛成、特l二省力的な新農法の確立が切竃に待望
せられてゐあのであるq ぞれ放に興除村に於て
は、吾々の研究を準め丈ゐる水稲~間直矯栽培
が特別の醐心やもって迎へられ、そして、それ
が急速に普及醸大じっ‘あるのであるq吾々は
かι る地帯に於丈、経管面積の比較的大きい一
躍傭努働力に依存するこさの比較的大きい準歩
的な農尿A.s2戸ぞ選んで貰施し，その直燭
栽培法は吾々の研究成槙に従って指示L、夏に
(."匹研究鯵38ff 傍証鎗匂ト67頁 1948) -23_ 
• 
信該農家の創意を加へて行ったのである。その 如し直矯農培は反雷牧量に於て色、要素1貫
提細は襲培日誌に記録して、その経過そ明かに 釦こ於ても培*してゐるのであるから、責措毅
ι7こ。その要点を摘記すれば次の知〈であるo 培に於ける努働1人宮の生産高の槍額は、第働
裏作一小型~2尺 7寸畦に 1傑点矯q 播種ー風 カが字減せられたこさに原因するさころの消極
呂場浸じた籾種子高~2尺 7 寸 1 線機iJ、多の爾側 的なものばかりではないのである。努働力争傘
へ2‘錦、 A農家は4月中旬小塁俸の土寄の際掻種・ 減して向、窒素1賢官*量ぞ槍大じ、反嘗故量
機で鋒鰭Lて、小~のとt絡-\;t畦立の土を以って そ増大するのである。こ‘に直播綾増の配置の
覆土ーし、 B農家は~の土寄後輩の側面へ矯溝を 意味に於けるま曾産的意義があるのである。
切って手で燦婚しi献で覆土すo潜水一水利閥係 2)直掻の作業別・月別反嘗挿働時聞の配分
で直情聞のみ濯概ぞおそくするこさが出来ない 直情の設培努力が穆植のそnl二比Lて著し《
ために、 7月上旬移植田の湛j既さ同時に同様じ 節減せられ、僅かに49-51}%~すぎないこさは
府ふo施肥一小歩メIJ取後半量命、 7月中旬に残 既に第1表に示しすこ如くであるが、それが如何
。半量令施mt.t:.o (4-農家は更に8月中旬晩 なる作業、如何なる時期に於て節減せられτゐ
朔遁肥後試みたが、晩期遁肥したものは却予て るかぜ吟味を要する問題であるoそこで直播の
成績不良であった)。中耕除草ー潜水後 ri\~ 作業別・月別鼻働時間の配分を析出するさ秀tニ
取」ぞもって田面々掻〈のみで、中耕iま行は守 移植のそれさ比秘してみるに第2-5表の加く
種は〈歩さなカvったく瀧水後中耕ぞ行って耕土 であふ
~練り固めるこさはよくないからである)0 先づ農家Aについてみるに、従来の移髄の哉
所要努力の分析は、特じ栽培努力についτ訴 培努力は第3表に示す如く、合計66時間30分、
出し、脱載・調製の如く栽培方法さ胸係のない 簡単に10時間後1人15換算すれば6.65人や要し
ものは分析する必要がないから、特ぷ取上なか てゐるにすrJ'f.よいのであって、こhはこの農家
。たコこ‘に報告するさころのものは、その唱 が、二の地帯で也捧働技術水準の最も高い農家
和司8年度ゆ質績を析出したものである 0 ・ であるこさや示してゐるものであるo然るに、
3.研慌の結果 直視栽培に依れば第2表に示す如〈、それは僅
1)直織の1反雷 ・窒素l'貫宮・鼻働主人宮 かに32時間25分、飢ち、 3.24入にすぎな〈なる
生産高 昭和18年度の水稲Nf.間直播議長音の貰蹟 のである o~間直徳に於ては商代・耕起・代掻
から、 1反宮牧量・窒素1貫醤J!X量・努力1入 団組の諸作業が全然省略せられ、中耕除草作業
信牧量ぞ算出して、従来の移植義培のそれミ伴、 が節減せられるからであるロ耕包・代掻・田継
候針期すれば、篤1表の加ぐであって、直揺は 作業が省略されるさいふこさは、持カの節棋で
区宮牧量に於て 4ー 13%噌牧し、窒崇1貰嘗牧 あるのみなら歩、それは努力の配分ぞ著しくよ
量に於て 4-.6%場牧ι、持働1入賞生産高に くするo~p ち、移植の栽培努力の3T.396/〈24時
於て88-1315広槍大してゐるのである白かくの 間50分〉が集積する多忙な7月の葬カが、直矯
第1表 直錆・移嬢・ 1反蛍・窒素1貫宮・鼻働1入賞生産高比較 哉培では3.3%(1時間05
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分〉ぬ低減セられ、 7月
の農繁期の田植作業(18
時間35分、 27.99のが4
月の民間期の矯種作業、
C印分.2芯'%)じ置き昔、
~られるのである。又、
除草作業は移植哉培の15
.時間 (22.6%)から直積
栽培目の13時間50分 (42.7. 
〈備考).~A の枚震が施BI!l量の割合K多いのは、 ζ の農家が乳牛を 3 頭飼育し %)に低減されるのであ
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第 2表 直情農堵の作業別・月別反官界働時間 C.察A)
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調書 種 0.60 
. 
0.60 !i.6 
這 胞 0.30 0.10 O.品。 2.0 
除 耳E 1.50 111.&5 18.50 畳1.7
除 " '3.長。
. S.是O 11.3 
刈 耳量 。 11U6 UJ‘&6 311.3 . 
結 東 0.'0 0.40 1.1 
計 1.051 111.55 I 一 13.1151 31泌 iI(jO・0
%， 1.6 一 一 制・~∞~
第 3道 彦殖識培の作業別・月別反宮努働時間 C.家A)
見 & 6 6 7 ， 8 9 10 " 
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除草機を用ひた揚合であって、除草樺さ除草'Ji 如く、綿努働時間70時間20分 (7.03入〉を聾し
法さの改良によって、それは夏に著し〈節減せ てゐるが、直情韓培によれば第4表に示す鮒〈
られ得る可能性やもつτゐるのであるo 39時間(3.9入)じすぎな〈なるのである。それ
列二島家Bについてみるに、大鰻Aさ同様で は、首代・代掻・田植作業が省略され、除草作
あって、従来の移植の栽培努力は第5法じ示す 業が低温するためである。そして直矯裁培は持
第 4表 直矯哉培の作業別・月別反嘗持働時間 t農家}I)
周 ， 6 7 8 7 10 11 昔f ヲ6
播 種 2.∞ . 2.00 6.1 
間百1補櫨 3.00 S.∞ 7.7 
泡 毘 11:00 1.∞ 8.∞ 7.7 
除 草 .1.∞ 5.∞ 11.∞ gg.1I 
刈取絢東 ， 20.00 20.∞ 51.8 
針 1.∞ 一 6.00 5.叫 一 一 Ilo-1Mlm 
" 5.1 ー 111.8 18.0 11118 ー ー
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， 第 5表 移義培の作業別・月別反営努働時問、C農家B). 
月 4 5 6 7 8 9 10 1. 計
省代一切 .10.00 10.00 
耕 " 起
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「
肥 l.;lj 施 1、00 1.00 ， 
代 '担E 1.∞ 1.00 1.長
回 披 19.∞ 19.00 27.0 
蓮 胞 、 2.00 2.00 2.9 
中耕除草 . 6.00 10.00 ‘ 16.∞ 22.8 
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働の配分脈態がよくなり、 7月の農繁胡の間続
作業19時間が4丹の農閑期の播種作業2時間さ
H ]=)の間引補権作業8時間に置き台、へられるの
である。しかしながら、この播種さ間引補給:作
業は矯程捜の考案使用によって真に合理的に節
減せられるのである。 じかじて、多聞直播栽培
によれば、常じ栽培努力が節減せられるのみな
J歩、その配分がよくなって、努力の加重なる .
農繁樹の努力問題が解決され得るミ乙2うじ重要.
な意義があおのである。
3)直婚の経営経由的意義 水爾のきが矯問直
が春夏の農繁J!Hの努力加重開題を解決する事自il
誕の如くであるが、然らば、それは経管経情的
には如何なる意義会もつであうううか、今それぞ
純営面積8町歩のうち2町歩を直播議培し、 1
町歩を移権裁増しに貰際農家Bl二棋て検討して
みるに、第6表じ示す如〈である。(昭平日 8年
度の貰績 ニゆ農家は 2町歩の直掻哉培iこ依て
耕転経鐙sco聞【反省10困九回楠賃 300尉(反官 ・
第6表 直矯じるる経営経情的利盆〈農家B;)
耕作反別 3.00 
内移植 1.00 
E槽 ・2.∞
??
??
?
?
詰慣T歩分
200剛
2∞ 
1∞ 
1∞ 
600 ，00 
1∞o 
f線転機緋
臨機tc.J:る節滅i凶 纏 貨
1鯵塗代掻貧 ，
i1C播による智枚七反膏1斗〉
自家経瞥利盆 計
像力貨耕杭λL耕伝機4町歩分】 10
合計利盆
t同
10置〉。畦塗代感賃100魁{医官。凶〉計;00.圃ぞ
節減し、増産2石(度意 1斗培牧)1∞国寺槍取
し、夏に自家の耕転を節減した蝕カそ以つτ他
家の耕転4町歩ぞ賃耕して、その賃耕牧入 400
圃〈反省1t 困〉ぞ得て，綿計iω咽iの利金~樽
7之のである。この農家が春夏の農繁期il二自家努
力で経管し得る聞積はー町歩であっても自家努.
カで控替出来得ない部分だけを直婚哉培じたの
であるq その結果は上の如<1O∞闘の槍牧入を
も・たらしたのである。こ sに直情栽培の急建に
普及憤大する鰹管経情的意義があるのである。
4.考察水晶、の穿閲直播裁培は手作業た
る凹杭作業をな〈するのみならす手。その岡植作
業i二先訂する代掻・整地・耕転作業者?な<"too 
その上i二序耕除草作業を簡易にするカ句、栽培
努力は移植栽晴』ニ児ぺて傘戒するのである。而
色、それは農繁樹の主要作業の省略乃至時刻t
であるB そして属議繁婦の手作業すこるm植作業は
量逮捕副α滞緩機l二よる靖雄作業i二<Q jpAo.られ
るのであþ~ かくて、直播栽培じょっτ栽培努
力の節減三その配分の合理化が同時じ行t哀れ得
る ωである。その結呆は、反省裁培努力を~9乃
至55~1二字減し、民嘗J&量そHi4乃至113% じ崎
4文句、縫って第働 l 入笛生産高を188乃至~31%
じ倍1J目するのすある。除幕作業が有畜塊棋化さ
れ.刈取作業が後械化されるならば、それは真
に.1-2人命節減し得るであら 50播種機J)賞用
的なものは、既に考案ぜられtゐるから、刈取
機の考案さ除草機ω改良が念務である.0直場韓
培i二於ては候栽培であるから、播種機も除草機
/ 
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も刈取栂も点布直義培の移績よわも容易に使用じ
得るのである。新しい栽培技術は新Lい農機具
の考案や要求心、その新Lい農機具によって栽
培技術はー居費麗せしめられるのであろ。新し
い直渚哉培は著書き移植栽培さその技術随系を異
じするものであるoJ農民苗ぞ移植する代りに種
子や員矯するさいふだけのものではないのであ
る。香々の水絹直婚に闘する研究は、この新し
い直情説培技術韓系の確立をめざして準めτゐ
るのであり、縫っτ多〈の研究課題が現賓に提
起せちれてゐるのであって、その解明は短時日
1のうもt二容易になされ得活ものではないりれど
も4現在までの直婦に闘する研究でも、既にそ
れが賓用化され、努力を半減じ、肥料軍首牧量
を馬主大L、反省牧量ぞ増し、耕転機の使用者~ 1 
年1回省略L得るこさが賓謹されたのである。
苔吋ま夏t二、去の研究ぞ強化して省力的な槍産
的な柄作技術瞳系を確立じτゆかねばならない
し、叉確立してゆ忘であらう。
5.欄 璽 *稲夢間直橋建培を岡山賑児島
郡輿徐村の農業経費t二導入t-昭和18年度tこ於
τ、，その鰹管経演的意華ぞ検討したるに、きたの
結果ぞ得?と司
C-1)多聞直帰栽培は反宮牧貴金4-13%崎大
L、努力脅さド読して努働 L入賞~産高-io88-
131劣増大した。
(2) 多聞直矯裁培は脅に努力~半減するのゐ
ならすヘその配分ぞ合理的ならもめ、農繁期の
努力加重問題を解決'した。
〈め~間直情説矯は姪替経世的にl主反雷25闘
の努力機械費>ë節読し、反宮 1~ト(5 圃〉の槍牧
をもたらし.合計して反宮30囲の利盆をもたら
しTこq
2.4・0に依る耕地雑草の防除試験 f第 1報〉
除草剤 2.4・Dの概要
笠原安夫
1)緒雷本綜説は獣年前スメ'ヵで鷲見
せられた割期的ホFレモン型除草剤2.4・Dに就て
主にrメリカの文献に依りその尊源、性服、調
会法、その除草機能に及陪す植物の生育期4気
語、光線降f:f:j等の環境さの聞係、 2.4-D誘導慢
の効力比較、他の物質ミ2.4・Dさの混溶が除草
機能の培準、及び2.4・Dの襲害回避又は議カの
不活・力化、雑草殺しの機構、-或は2.4百三作物
~牧量さ品質さの閥係並に植物種類別に 2.4・D
に射する感受性そ分類した。この分類に怯著者
ー の一部試議結果の成績争附記したq 叉釆本科雑
草や殺すIPO等じも少し崩れた。本報告は著者
の主障の第一報さしτ、臥下紙面の都合で分割
聾表せんさするb備本試験は全国童文ク所で貰施
中の文部省科書長試験研究費補助〈世話役東大農
製部川田助敬提〉による「耕[迎雑草に闘する研
究Jの一部成績であ.る。
..fl 
2) 2.4-Dの起源~.4・D 即ち 十1 . > け
.-CH! COOH (2. 4・.D.ichlω句henoxr~tic RCid) 
は 2.4・Dichlorophenolさ monochloro悦etieacid 
sのアルカリ性縮合(塩酸の脆離に依る〉で合
成出来るニさは F.Koelsch(S7}が古<')エノー
ル類の確認に利川したこさにより明である。卸
ちヨたの如〈である。
Ar.OH川町COOR+2NaOH =Ar.O.佃，ー
• OOONa+NaCI+H!O然じ2:4・Dが新合成物質乏
して登揚したのは1941年Robe比Pokor咋初}じ
よる。〈以上却野氏の報告による〉合戦争中 P.
W. ZiJnmerman等がこの Pheno'lyの化合物其
の他について杭物ホ Jレモシ作用に闘する猷多く
の業舗を費表したこさは既に野口博士伽}の綜
設がある。而しτ、筆者の調重量によれば除草剤
ざしては 1944年に J.W. Mitchellさ C.L. 
Haaluer(52)t"; 2. 4・D に Cぽ bowax~加へた被で
豆の生育の抑制作用を試験中この物質がま理探的
除草剤ざしての使用を暗示したこさに始ま旬、
吹いて同年 C.L. Hamnerさ H.B. Tuk:ey¥17> 
の雨氏が 2.4・D さ 2.4. i-T (2.4.5.凶.6hlcト
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